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平成１８年度の請負による素材生産事業は、５月の連休明けから事業体二社と順次契約が交わされ、現場

では既に本格的に作業が進められています。

今年度の一般材請負予定数量はスギ１，４００㎥、ヒバ１，１００㎥となっており、昨年度の約４割の生

。 、 、 「 」産数量となっています このことから 特に ヒバの生産に当たっては 長材を基本とした採材を徹底する

「安易に短尺採材をしない 「品等格付適正化 「椪の仕分けの徹底」等を念頭に、より付加価値を高める」 」

生産に努める考えです。

また、支署の無災害記録は昨年の１２月２７日に３，５００に到達し、その後目標としていた「まず丸１

０年達成」も既に達成、現時点で３，７００を超えています。請負事業においても近年は無災害が継続して

おり、チェンソーや重機の使用等危険因子の多い現場ですが、作業に従事する一人ひとりが「無災害のさら

なる継続と災害は絶対に出さない」という決意のもと実行にあたっています。

なお、今年度の素材生産事業及び販売業務は１２月で終了予定としています。

６月は国有林野事業安全週間の準備期間です
スローガン・・

慣れた作業に潜む危険！ 生かすぞ経験 無くそう過信』『

u u５月の公売結果
立 木（署入札場）

スギ外皆伐（分収育林）２箇所を１口として約 ㎥、スギ外間伐９箇所を５口として約 ㎥出材し1,860 2,890
ました。皆伐については、応札枚数２枚で不落札、間伐は２～４枚の応札枚数があり全落となっています。
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森林計画「署長意見書」提出

平成１９年度を始期とする第三次地域管理経営計画等につ

いて、昨年度来、各課担当者及び現地森林官等によって、森

林現況の把握を実施しながら伐採箇所の選定、林道や治山施

設の配置箇所等多岐にわたる事項の調査打合わせを行ってき

ましたが、「署長意見書」として成案を得たことから森林管

理局へ提出しました。

以降当面のスケジュールは、年末の局における計画書案作

成まで、署に対する細部事項の確認等と並行して図面、簿冊

について検討が加えられることになっています。

山 火 事 危 険 期 乗 り 切 る 力を発揮したボランティア活動～～

明日からは６月、山は緑一色になり、いよいよ山火事の危険期は脱したようです。支署では、４月の末か

ら６月の上旬までを山火事の危険期間として、職員一体となって林野火災の未然防止に取り組んでいました

が、幸いに山火事の発生がないままにこの期間を乗り切ることができ、一安心しています。

主要な林道起点への横断幕やのぼりの設置、車両にはステッカーの添付を行うなどして、一般通行、入山

者に山火事防止の啓発を行うとともに協力を呼び掛けました。また、万一の発生には消防関係機関との連携

、 、 。 、 、を図るため 事務室が不在となる休日は 職員が交代で出勤・待機してきました さらに 森林巡視員の会

地元部分林組合等にも積極的に巡視活動を実施して頂きました。入山者個々に丁寧なお願いをするというも

ので、こうしたボランティア活動は説得力があり、対策として大きな成果があったものと考えています。

鮎歳時記
６月に入ると多くの川で鮎釣りが解禁になり、この日を待ちわびた釣り

人で賑わいます。鮎は優雅な姿、上品な味わいからしばしば川魚の王とい

われます。しかし、その一生は短く、寿命はほとんどの場合一年です。

秋に川底でふ化した鮎の稚魚は、いったん海に入って冬を過ごし、早春

になって６、７センチに育つと再び川へ。川を遡り、岩についた藻や苔な

どを食べながら成長していく鮎は「若鮎 「小鮎」と呼ばれ、 俳句では春」

の季語に挙げられます。

夏の間に栄養を十分蓄え、体長２０センチ余、丸々太った鮎は、秋にな

るとまた川を流れ下り、河口で産卵して一生を終えます。この時期の鮎は

「落鮎 「下り鮎 「錆鮎」の呼び名があり、俳句では秋の季語となってい」 」

ます。

このように一年で一生を終えることから「年魚」と呼ばれていますが、

まれに生きながらえて年を越した鮎は「とまり鮎 「通し鮎」と称されま」

す。また、一種独特の香りをもっていることから「香魚」と呼ばれること

もあります。ちなみに「鮎」の語源は、川を下り落ちるを意味する古語の

「あゆる」に由来するといわれています。 （広報通信より）
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